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中山町情報・物産館 

　
嘉
永
７
年
（
１
８
５
４
）
は
、

大だ
い

旱か
ん

魃ば
つ

の
年
で
、「
図

－

１
畑
荒

地
起お
こ
し
か
え
り
あ
ら

返
麁
絵え

図ず

」
に
よ
る
と
小

塩
村
の
東
で
「
へ
ん
ぐ
り
」
の
曲

流
を
作
っ
た
あ
と
、
最
上
川
は
な

お
も
蛇
行
し
な
が
ら
下
川
に
い

た
っ
て
い
ま
す
。
上
川
原
か
ら
南

の
「
古
川
」
は
、
部
分

的
に
水
溜
り
を
残
し
な

が
ら
も
主
要
部
は
起
お
こ
し

返か
え

り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
河
道
が
安
定

し
て
い
な
い
た
め
、
新

川
筋
の
附
近
に
は
荒
地

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
下
川
の
先
は
、
流
路

を
北
東
に
と
っ
て
落
合

の
北
で
須
川
を
合
わ
せ

て
い
ま
す
。
合
流
の
直

前
、
河
道
は
二
俣
に

な
っ
て
、
一
つ
は
三
軒

屋
の
南
に
蛇
行
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
川
向
、
川
久
保
で
も
起

返
地
が
広
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
小
塩
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
あ
っ

た
２
本
の
曲
流
の
東
側
に
川
を
直

線
に
し
て
流
す
た
め
の
新
掘
割
が

切
ら
れ
、
こ
の
瀬
替
に
よ
り
川
が

３
条
に
な
っ
た
形
で
絵
図
に
描
か

第78話　近世後期の川筋

れ
て
い
ま
す
。
小
塩
の
東
に
は
、

蛭び
る

田だ

・
前
原
な
ど
の
地
名
が
あ
り
、

か
つ
て
は
河
道
だ
っ
た
こ
と
や
上

川
原
の
新
開
、
中
川
原
の
桜
町
の

地
名
も
氾
濫
源
で
あ
っ
た
と
こ
ろ

を
開
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。

【
用
語
の
説
明
】

起お
こ
し
か
え
り
ち

返
地

：

江
戸
時
代
の
地
方
用

語
で
、
洪
水
な
ど
に
よ
り
荒
廃
し

た
田
畑
を
再
び
元
の
よ
う
に
復
興

し
た
田
畑
を
い
う
。

※
参
考　
中
山
町
史　
中
巻

　

�

第
９
章
第
１
節　
風
水
害
と
対

策

図－１嘉永７年畑荒地起返麁絵図（最上川川筋）上部は、
皿沼、右上二筋の最上川、須川合流点、落合、三軒屋

〔
９
月
１
日　
荘
内
銀
行
・
日
新
製
薬

ス
タ
ジ
ア
ム
や
ま
が
た　
中
山
町
・
山

辺
町
か
ら
各
２
チ
ー
ム
出
場
〕

▼
優　
勝　
奥
山
建
設
工
業

▼
準
優
勝　
土
橋
タ
イ
ガ
ー
ス

〔
８
月
１８
日　
ひ
ま
わ
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
場　
１
３
４
名
参
加
〕

▼
１
位　
秋
場　
智
（
桜
町
）

▼
２
位　
長
谷
川
八
重
子
（
柳
町
）

▼
３
位　
工
藤
正
廣
（
桜
町
）

�

〔
８
月
４
日　
蔵
王
坊
平
〕

▼
駅
伝
大
会
（
中
学
生
３
名
・
小
学
生

２
名
の
県
内
市
町
村
対
抗
戦
）
男
子
１１

位
（
歴
代
第
２
位
）、
女
子
２８
位

▼
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー　
小
学
生
男
子

２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
、
２１
位
（
完
走
者

２
１
８
名
中
）

第
２０
回
中
山
・
山
辺
町
長
杯
争
奪

野
球
大
会
結
果

第
１２
回
中
山
町
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

第
１６
回
山
形
県
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走

大
会
及
び
第
３８
回
蔵
王
坊
平
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
大
会
結
果

ふ
る
さ
と
寄
附
金
あ
り
が
と
う

　
５
月
２０
日
～
８
月
２０
日
に
寄
附
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。

（
氏
名
等
の
公
表
を
希
望
し
な
い
方
に

つ
い
て
は
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
）

櫻
井
明
惠
さ
ん
（
奈
良
県
橿
原
市
）

野
村
文
雄
さ
ん
（
東
京
都
新
宿
区
）

金
井
優
宜
さ
ん
（
埼
玉
県
杉
戸
町
）

藤
倉
弘
之
さ
ん
（
大
阪
府
富
田
林
市
）

山
岡
智
博
さ
ん
（
大
阪
府
大
阪
市
）

佐
野
　正
さ
ん
（
静
岡
県
掛
川
市
）

浜
野
浩
司
さ
ん
（
秋
田
県
能
代
市
）

近
藤
裕
文
さ
ん
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

櫻
井
　等
さ
ん
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

鈴
木
栄
一
さ
ん
（
東
京
都
町
田
市
）

舩
橋
二
郎
さ
ん
（
静
岡
県
伊
豆
の
国
市
）

前
田
秀
高
さ
ん
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

岡
村
達
彦
さ
ん
（
三
重
県
桑
名
市
）

北
　勇
人
さ
ん
（
三
重
県
松
阪
市
）

中
山
邦
夫
さ
ん
（
京
都
府
京
都
市
）

石
澤
亮
司
さ
ん
（
千
葉
県
市
川
市
）

萩
原
正
博
さ
ん
（
兵
庫
県
芦
屋
市
）

有
間
節
子
さ
ん
（
千
葉
県
白
井
市
）

成
田

　宏
さ
ん
（
東
京
都
杉
並
区
）

小
城
左
治
さ
ん
（
福
岡
県
久
留
米
市
）

深
瀬
誠
子
さ
ん
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

澤
畔
久
雄
さ
ん
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

安
　泰
善
さ
ん
（
新
潟
県
上
越
市
）

東
南
村
山
支
部

消
防
操
法
大
会
結
果

長
年
の
障
が
い
者
福
祉
に
尽
力

後
藤
礼
子
さ
ん
に

�

知
事
感
謝
状

▼
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　

優
秀
賞　
第
４
分
団
第
３
部

�

（
土
橋
）

▼
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

第
２
位　
第
１
分
団
第
１
部

�

（
桜
町
、
い
ず
み
、
あ
お
ば
）

〔
８
月
２６
日
、
山
形
市
消
防
本
部
消

防
署
西
崎
出
張
所　
山
形
、
上
山
、

天
童
、
山
辺
、
中
山
の
５
市
町
の
代

表
チ
ー
ム
が
出
場
〕

祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
更
生
援
護
功
労
者
と
し
て
吉
村

知
事
か
ら
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
後
藤
さ
ん
は
１３
年
も
の
間
、
山
形
県

身
体
障
が
い
者
福
祉
協
議
会
の
役
員
や

中
山
町
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会
の
会

長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
後
藤
礼
子
さ
ん

（
梅
ヶ
枝
町
）
が
、

永
年
の
障
が
い
者

の
更
生
援
護
と
福

８月は町内各地で町の花ひまわりが咲き誇りました。

➡国道１１２号のひまわりロードは今年で２6年目。
約6００メートルにわたって咲き乱れ、今年も道
行くドライバーの目を楽しませていました。

➡役場正面玄
関には今年も
ひまわりが役
場庁舎を訪れ
る人をお出迎
え。

　８月９日、町の平成２６年度事業に対する地区
要望会が役場で開催されました。
　今年は金沢、北小路、柳沢、梅ヶ枝町、小塩、
土橋、岡の７地区が町へ要望書を提出。要望は
主に道路・側溝の整備や交通標識の設置などで、
参加した地区の代表者から要望事項について説
明があった後、それについて町から回答をしま
した。この要望会で採用された要望事項は、来
年度予算で対応できるかどうか今後検討するこ
とになります。

地区の要望を町政へ反映

地区要望会

小塩地区要望会のようす

町の花 ひまわり
今年も元気に咲きました

※
㈶
Ｊ
Ｋ
Ａ
に
よ
る
「
競
輪
公
益
資
金
」
の
補
助
事
業
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